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コンサルティングソリューションに関する
調査結果

2003年10月9日

電子情報技術産業協会
ソリューションサービス事業委員会
ソリューションサービス標準化専門委員会
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内　容

■ ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ標準化専門委員会の活動経過
■ ｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬとｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ
■ 顧客の視点からのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞへの期待項目
■ 顧客の視点からのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ満足度要因
■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ品質要件と品質定義
■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質構成要素
■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける品質評価・
　　　　　　　　 顧客満足度評価への具体的取り組み
■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質向上のために
■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝへの提言
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ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ標準化専門委員会の活動経過

ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ標準化専門委員会

　ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ研究に関する
　　・ｿﾘｭｰｼｮﾝ定義
　　・ｿﾘｭｰｼｮﾝ提供のための方法論などｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬに関する標準化
　　・日本におけるｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽのあり方と普及に向けての具体的な施策

　■ 平成１２年度活動概要

　　ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽのあり方を検討する上での基本事項の明確化
　　　→ｿﾘｭｰｼｮﾝ、ｿﾘｭｰｼｮﾝ商品ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ、ｿﾘｭｰｼｮﾝ構築ﾓﾃﾞﾙの定義

　■ 平成１３年度活動概要

　　ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの成否は、顧客の経営課題の明確化とＩＴによる実現方法
　　の検討に携わるｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの能力に依存
　　　→ｿﾘｭｰｼｮﾝ提供ﾌﾟﾛｾｽに携わるｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの種別、求められるｽｷﾙ要件
　　　　　と育成方法、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ方法論の明確化
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ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ標準化専門委員会の活動経過

　■ 平成１４年度活動概要

　　顧客にとってのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝの価値とは何かを追求
　　　→ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞに対する期待項目と満足度
　　　→ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質評価
　　ﾍﾞﾝﾀﾞｰにとってより付加価値の高いｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを実現する
　　ために、今後どのような活動をしていく必要があるのかを調査研究

　　活動背景）
　　　顧客企業にとっては
　　　　・ITを活用した企業情報ｼｽﾃﾑによる競争力強化・ﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大
　　　　・厳しい社会環境により経営に対して実質的かつ迅速な効果を出す投資
　　　ｿﾘｭｰｼｮﾝﾍﾞﾝﾀﾞｰにとっては
　　　　・真に顧客企業の経営に役立つｿﾘｭｰｼｮﾝの開発と提供
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ｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬとｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ

ｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬ

　４つの基本要素から構成されるものとしてｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬを構造化
　　①ｿﾘｭｰｼｮﾝやｿﾘｭｰｼｮﾝ商品を創出するﾌﾟﾛｾｽ→ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ
　　②顧客の経営課題に対する解決策やｿﾘｭｰｼｮﾝ商品などの成果物
　　③ｿﾘｭｰｼｮﾝを短期間に効果的に提供する役割を担うｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
　　④ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄが適用する技法

ｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬ
（ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ方法論）

顧客の
経営課題

問題解決
の具現化

解決策
ｿﾘｭｰｼｮﾝ
商品

④ｿﾘｭｰｼｮﾝ技法

③ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

①ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ

②成果物
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ｿﾘｭｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬとｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ

ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ

　顧客の経営課題の抽出から、経営課題を解決するための解決策を提示し、
　それを提供するまでの８つの標準的なﾌﾟﾛｾｽ

経営課題抽出と
情報戦略策定

業務プロセス
再構築

情報システム化
構想立案

ソリューション
設計

ソリューション
構築

ソリューション
評価

ソリューション
登録

ソリューション
提供

ソリューション商品
フレームワーク

ソリューション立案
プロセス

ソリューション提供
プロセス
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顧客の視点からのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞへの期待項目

調査結果からの期待項目の分類

高度な専門性
22%

個別具体的な
問題解決
15%

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ実績
15%

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの
提言内容の実現
12%

実現可能で
斬新な提案
9%

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの
ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ能力
9%

第三者としての大胆な提言
6%

顧客との信頼性
3%

顧客の立場に立って
6%

ITﾍﾞﾝﾀﾞｰからの独立性
3%

顧客：具体的な問題解決策を求めており、情報ｼｽﾃﾑ化構想立案にとどまらず
　　　　ｿﾘｭｰｼｮﾝ設計以降のﾌﾟﾛｾｽにまで踏み込んだｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを望んでいる
ｿﾘｭｰｼｮﾝﾍﾞﾝﾀﾞｰ：ｿﾘｭｰｼｮﾝ設計ﾌﾟﾛｾｽ以降のｼｽﾃﾑ構築を確実に仕上げる
　　　　ことまでを視野に入れた、顧客満足度の高いｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを行なうことが必要
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顧客の視点からのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ満足度要因

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの満足度要因

　　●内容　：　提案内容が品質も含めて顧客要求と一致している度合
　　●価格　：　費用対効果の度合またはﾋﾞｼﾞﾈｽへの貢献度
　　●範囲　：　経営課題に対する提案が明確であり将来の拡張性があること
　　●期間　：　経営課題に対する提案が顧客希望時期に提示できる度合
　　●実現性　：　提案が実際に実現できる可能性の度合及びﾘｽｸ考慮度合
　　●革新性　：　提案内容が最新／最適であり他と比較しても優位性がある度合
　　●ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの人間性　：
　　　　　　　　　顧客課題に関する専門性を有する以外に誠実性や見識など
　　　　　　　　　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ個人に対する信頼の度合
　　●ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの専門性　：
　　　　　　　　　顧客企業の業界／業種に関する知識と経験を有しており、将来に
　　　　　　　　　対する洞察が働き顧客課題への提案が専門的である度合
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ品質要件と品質定義

　■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ満足度要因に対する品質要件

　　●顧客利益に貢献し顧客が十分満足できる内容であること
　　●経済性効果が納得でき投資に合意がとれること
　　●顧客戦略に合致した範囲／期間であり推進計画に合意がとれること
　　●具体的で実現可能な内容であり実践にあたっての合意がとれること
　　●提案内容が革新的でありｼｽﾃﾑ化にあたっての合意がとれること
　　●提案の内容が専門的で信頼できること、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの行動に信頼がもてること

　■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質定義

「顧客企業の利益に貢献でき、
　　具体的で実現可能な内容と納得できる価格で、
　　　　顧客企業が十分満足した上で合意形成を導くことができる
　　　　　　提案であること」
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質構成要素

　ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ品質の構成要素

　　■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの内容
　　■ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄのｽｷﾙ
　　■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの進め方
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質構成要素－ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの内容

ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの上流ﾌﾟﾛｾｽに求められる品質要素項目

　　　　　　　　　品質要素

プロセス

①
テ
ー

マ
性

②
課
題
の
明
確
性

③
ビ
ジ
ネ
ス
貢
献
度

④
投
資
効
果

⑤
実
現
可
能
性

⑥
リ
ス
ク
考
慮
性

⑦
情
報
の
入
手
性

⑧
成
果
物
の
合
致
性

⑨
ス
ピ
ー

ド

⑩
可
用
性
・
流
用
性

⑪
Ｉ
Ｔ
化
実
現
性

⑫
拡
張
性

⑬
優
先
事
項

⑭
ポ
リ
シ
ー

１）経営課題抽出と情報戦略立案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２）業務プロセス再構築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３）情報システム化構想立案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４）ソリューション設計 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・「経営課題抽出と情報戦略立案」～「業務ﾌﾟﾛｾｽ再構築」のﾌﾟﾛｾｽにおいては、
　取り組み課題・ﾋﾞｼﾞﾈｽ貢献・経済性効果・ﾘｽｸ考慮　など顧客企業の経営戦略・
　情報化戦略に関わる項目が重視される
・「情報ｼｽﾃﾑ化構想立案」～「ｿﾘｭｰｼｮﾝ設計」のﾌﾟﾛｾｽにおいては、
　ｼｽﾃﾑとしての実現性・拡張性・優先事項・ｼｽﾃﾑ化ﾎﾟﾘｼｰ　と実現するための
　より具体的な要素が求められる
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質構成要素－ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄのｽｷﾙ

　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄのｽｷﾙ要件

企画提案能力
・提案構成能力
・企画書作成能力
・説得力
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力
・実現性評価／
経済性効果導出能力

変革推進能力
・意識変革推進能力
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進能力
・業務設計能力
・ｼｽﾃﾑ設計能力

課題発見能力
・課題抽出のための
　　方法開発／抽出能力
・ﾋｱﾘﾝｸﾞ／ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ能力
・課題の構造化／分析能力
・課題の表現能力

課題解決策立案能力
・ｺﾝｾﾌﾟﾄ設定能力
・目標設定能力
・ﾌﾟﾛｾｽ設計能力
・手法開発能力
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質構成要素－ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄのｽｷﾙ

　ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄがもつべき資質

　　●ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの基本理論とﾉｳﾊｳに対する理解力と知識
　　●基礎ﾃﾞｰﾀをﾍﾞｰｽに展開を組み立てる論理的構築力
　　●求める成果に向けて変化の流れをｲﾒｰｼﾞする創造力
　　●状況を的確につかむ感受性と臨機応変に対応できる対応力
　　●ﾘｽｸに対して新しい構想を実現していく挑戦姿勢
　　●顧客に対する責任感
　　●実践の場で培ってきた失敗と成功体験の応用力
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質構成要素－ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの進め方

　ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ品質を確保するためには

　　●特定の（実績のある）ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ・技法に従う
　　●ﾅﾚｯｼﾞを活用する
　　●ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ／ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを徹底する
　　●ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの提供ﾌﾟﾛｾｽをﾁｪｯｸするしくみを用意する
　　●品質向上のためのｻｲｸﾙ（顧客満足度のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸなど）を機能させる



All Rights Reserved, Copyright (c) ＪＥＩＴＡ　2003 15

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける品質評価・
顧客満足度評価への具体的取り組み

　ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽとｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

経営課題抽出と
情報戦略策定

業務プロセス
再構築

情報システム化
構想立案

ソリューション
設計

ソリューション
構築

ソリューション
評価

ソリューション
登録

ソリューション
提供

顧客満足度の
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

業務プロセス
再構築

情報システム化
構想立案

Ａ．プロジェクト企画段階

顧客満足度の
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

Ｃ．プロジェクト終了段階

Ｂ．プロジェクト実施段階

顧客満足度の
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－品質評価方法

Ａ．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ企画段階

　事前調査・ｼｽﾃﾑ化構想などの実施状況をもとに、それぞれの評価項目・要素の
　設定及び測定を行ない、経営戦略にそっているか否かを評価する指標とする

　１）事前調査
　　　経営戦略・環境・組織等の実態調査をふまえ、顧客のﾆｰｽﾞが十分に提案と
　　　して応えられているか

　　　　　・ｼｽﾃﾑ化基本方針が確認されているか
　　　　　・情報ｼｽﾃﾑの目標とその優先順位付けがなされているか
　　　　　・情報ｼｽﾃﾑ基盤の整備計画は立てられているか
　　　　　・情報ｼｽﾃﾑの立案、推進、評価を行なえる組織が計画されているか
　　　　　・開発環境、運用環境、開発と運用体制の方針が立てられているか
　　　　　・開発ｼｽﾃﾑの投資効果／回収計画が立てられているか
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－品質評価方法

Ａ．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ企画段階

　事前調査・ｼｽﾃﾑ化構想などの実施状況をもとに、それぞれの評価項目・要素の
　設定及び測定を行ない、経営戦略にそっているか否かを評価する指標とする

　２）ｼｽﾃﾑ化構想
　　　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの目的をふまえｼｽﾃﾑ化のねらいに応じたｱﾌﾟﾛｰﾁがなされた
　　　提案内容であるか

　　　　　・情報ｼｽﾃﾑのねらいが以下の項目を満足するか
　　　　　　　解決方策の適切性・効果の妥当性・経済的優位性
　　　　　・情報ｼｽﾃﾑが提供するｻｰﾋﾞｽ内容が明確になっているか
　　　　　・情報ｼｽﾃﾑ開発に必要な費用、期間が明確に示されているか
　　　　　・ｼｽﾃﾑ化構想の対象項目の優先順位付けがなされているか
　　　　　・現状の情報ｼｽﾃﾑの評価はできているか
　　　　　・情報戦略の課題は明確か、問題解決の制約事項は明確になっているか
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－品質評価方法

Ａ．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ企画段階

　事前調査・ｼｽﾃﾑ化構想などの実施状況をもとに、それぞれの評価項目・要素の
　設定及び測定を行ない、経営戦略にそっているか否かを評価する指標とする

　３）ｼｽﾃﾑ化計画
　　　顧客の現状に対してどれだけの改善効果が見込まれているか、ﾘｽｸの想定と
　　　その回避策が考慮されているか

　　　　　・ｼｽﾃﾑ化の目標、期待される効果は明確か
　　　　　・ｼｽﾃﾑ化による業務、組織、既存ｼｽﾃﾑへの影響が考慮されているか
　　　　　・ｼｽﾃﾑ化対象業務の範囲は明確か
　　　　　・ｼｽﾃﾑ化要件の定義はなされているか
　　　　　・ｼｽﾃﾑ化のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが編成されているか
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－品質評価方法

B．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施段階

　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計画書に対して達成すべきﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの全体像が過不足なく記述され
　ているか評価する（以下の観点）

　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要の明確化　ー　目的と効果／対象範囲／実現基本方針
　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの要件定義の明確化　ー　業務要件／ｼｽﾃﾑ要件／ﾘｽｸ対応
　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの生産規模の見積り
　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾏｲﾙｽﾄﾝ
　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進体制
　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理の基本方針
　　　　　・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進に関わる課題の整理
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－品質評価方法

C．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ終了段階

　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施段階の各成果物に対して　人・物・金・時間・技術・市場　などの
　側面から評価を加える

　　　　　・総合評価
　　　　　　顧客の利益への貢献・提案内容への満足・納得できる価格・実現可能・
　　　　　　今後のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する課題定義　など顧客満足面からの評価
　　　　　・品質評価
　　　　　　課題発見・課題解決・企画提案・変革推進　などの項目をｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの
　　　　　　資質を含めて評価
　　　　　・工程、費用面での妥当性評価
　　　　　・契約面での評価
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－顧客満足度調査方法

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの各段階でﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄを設けて顧客満足度調査の実施
　→ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽの成功率向上・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質向上

段階

企画 担当ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
の上司

顧客の
意思決定者

①ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの知識・見識・人柄は十分か
②顧客ﾆｰｽﾞに合った企画書／提案書の内容か
③価格／期間は妥当か

実施 担当ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
の上司

顧客の
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞ

①企画書／提案書の内容どおりにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは進行して
　　いるか
②ｽｹｼﾞｭｰﾙは守られているか
③改善効果を期待できるか

終了 担当ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
の上司

顧客の
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞ

①ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの知識・見識・人柄に満足したか
②企画書／提案書どおりに活動し、成果物も当初予定の
　　ものが作成されたか
③予定どおりのｽｹｼﾞｭｰﾙで作業が進行したか
　　遅れた場合の対策は十分とられたか
④改善効果を実現できるか

調査者 被調査者 調査内容例
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける具体的取り組み
－顧客満足度調査結果のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

顧客満足度調査結果の適切なﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
　→ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ品質の向上・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ要員のｽｷﾙｱｯﾌﾟ

段階

企画 高い

・企画書／提案書の再提出
・体制強化／担当変更
・担当者の処遇（年俸／昇格に－）

顧客満足度

・ﾉｳﾊｳ／成果の共有

全体アクション／フィードバック

・体制整備
・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾚｰﾑﾜｰｸ／ﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ整備
・教育開発／実施

低い

個別アクション／フィードバック

実施 高い

・ｽｹｼﾞｭｰﾙの変更／体制強化
・目標の変更
・担当変更（年俸／昇格に－）

・

・体制整備
・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾚｰﾑﾜｰｸ／ﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ整備
・教育開発／実施

低い

・担当者の処遇（年俸／昇格に＋）

・担当者の処遇（年俸／昇格に＋）

終了 高い

・再作業
・成果物内容の再考／再提出
・担当者の処遇（年俸／昇格に－）

・ﾉｳﾊｳ／成果のﾅﾚｯｼﾞ化

・体制整備
・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌﾚｰﾑﾜｰｸ／ﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ整備
・教育開発／実施

低い

・担当者の処遇（年俸／昇格に＋）
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの品質向上のために

　ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ品質を向上するためには

　　●特定の（実績のある）ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ・技法に従う
　　●ﾅﾚｯｼﾞを活用する
　　●ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ／ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを徹底する
　　●ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの提供ﾌﾟﾛｾｽをﾁｪｯｸするしくみを用意する
　　●品質向上のためのｻｲｸﾙ（顧客満足度のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸなど）を機能させる
　　●ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ人材を育成する

経営課題抽出と
情報戦略策定

業務プロセス
再構築

情報システム化
構想立案

ソリューション
設計 ・・・

品質向上のためのｻｲｸﾙの形成

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの提供ﾌﾟﾛｾｽをﾁｪｯｸするしくみ
→品質評価ﾌﾟﾛｾｽをｿﾘｭｰｼｮﾝ提供の業務ﾌﾛｰに組み込んでいく

・・・
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝへの提言

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ及びｿﾘｭｰｼｮﾝ市場の活性化に向けて

　認識：ｿﾘｭｰｼｮﾝ価値を高める重要な要素がｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

　現状：IT市場においてはｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの価値が適正に評価されているとは
　　　　　言い難い状況であり、人月ﾍﾞｰｽの取り引きが行なわれる傾向が強い

■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞに代表される知的ｻｰﾋﾞｽは、そのｻｰﾋﾞｽによりもたらされる
　　価値に基づいた適正な取り引きが行なわれるべき
■ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ及びｿﾘｭｰｼｮﾝ価値に見合った価格による取り引きが行なわ
　　れることにより、国内IT産業の活性化さらには日本経済の復興に貢献
■ ITﾍﾞﾝﾀﾞｰは、従来以上に自らのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ能力を向上させ、さらにその
　　ﾒﾘｯﾄや価値を明快にＰＲする能力を継続することが重要


